
団体名：苫小牧廃棄物協同組合

回答日：令和元年 11月 29日

要望書（回答） 

① 収集運搬時間の増大に伴う車両台数を確保すること。 

② 収集運搬作業に従事する職員の賃金については、公共工事設計労務単価を業務委託

契約の積算根拠とするとともに、収集運搬作業に従事する職員の祝祭日の時間外割増

賃金及び有給制度の整備に対応できるように努めていただきたい。 

【回答】（環境衛生部ゼロごみ推進課 担当） 

ごみ収集運搬業務は、衛生的で快適な市民生活に欠かせない大切な業務でありま

す。今後も安定的に業務を遂行していく上で、ごみ収集に携わる人材の確保は重要な

課題であると認識しております。 

このため、御要望いただいた収集運搬時間や車両台数、適切な労務単価、祝祭日の

時間外割増賃金などについて、今後も貴組合と協議させていただきながら適正な業務

委託費を確保できるよう努めてまいります。 

③ 戸別収集については検討中のことと思われるが、収集運搬業務に大きな影響がある

ことから、中間的な段階での協議を求めたい。 

【回答】（環境衛生部ゼロごみ推進課 担当） 

 戸別収集につきましては、今後の高齢化社会におけるごみ収集の在り方を検討する

上で有効な市民サービスであると考えており、これまでに一部のモデル地区で試行、

検証結果をとりまとめたところであります。 

市といたしましては、現モデル地区の戸別収集をそのまま全市に拡大することは、

作業員の負担や業務費の増大などから難しいと考えております。 

今後は、戸別収集のごみ出しルールの市民周知や狭隘道路における収集の工夫な

ど、実現に向けた様々なアイディアについて貴組合と協議させていただきたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 


